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2010年 度 入 学 試 験 問 題

(試験時間 15:20～ 17:00 100分 )

‐

1 角牟答用紙は,記述解答用紙 とマーク解答用紙の 2 TI類がありますので注意 してく

オごさヽヽ。

2 解答は,必ず解答欄に記入してください。なお,解答Wll以外に書くと無効となり

ますので注意してください。

3.解答は,HBの 鉛筆またはシャーブベンシルを使用し,訂正する場合は,プラス

チック製の消しゴムを使用してください。特に,マーク解答用紙には鉛筆のあとや

消しくすを残さないでください。また,折 りまげたり,汚 したりしないでください。

記述解答用紙の ド敷きにマーク解答用紙を使用することは絶対にさけてください。

4 解答用紙には,受験番号と氏名を必ず記入してください。

5 マーク解答用紙の受験番号および受験番号のマーク記入は,電算処理 卜非常に重

要なので,誤記のないよう特に注意してください。

6 設間文にある点数は,満点が 100点 となるような配点表示になっていますが,数

学科の配点は 200点 となります。

141-MQ



次の問題文の空欄にもっとも適する答えを解答群から選び,そ の記号をマーク解答

用紙にマークせよ。ただし,同 じ記号を 2度以上用いてもよい。(20点 )

空間内の 4点 A,B,C,Dを 頂点とする正四面体の重心 Gは,点 0を 基準とす

る位置ベクトルを使って

OA+OB+OC+ODOG=

と表 され 瓢 十雨 +∝ +雨 = ァ  となることがわか る。また正四而

体の対称 '性から IGAI=IGBI=IGCI=IGDIで あり, また GA,こ■, こで, こう

のうち 2つ の異なるベク トルのなす角はどれ も等 しい。この角度を θとする。GA

は面 BCDに 直交 し,他のベク トル と面 も同様であるから,こ の正四面体の 2つ の

面のなす角 (こ れを面角という)ω とθは θ=  イ  をみたす。そこで,内積

百貫 (石A+雨 +配 +こ動 を計算すれば cos θ= ウ と cOs ω=□

をイ早る。

一方, この正四面体の 6本の各辺の中点を頂点として正八面体が作れる。よって正

四面体 の面 角 ωと正 八面体 の面 角 クは ,=  オ  の関係 にあ り,cos,=

力  となる。この正八面体の 1辺の長さと正四面体 ABCDの 1辺の長さの比

は  キ  である。これより, 1辺の長さの等 しい正四面体 と正八面体の体積の比

は  ク  となる。
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問題 Iのアの解答群

0 0G  O -Oё   0 26ё  ① -2てた 0 3歌j  ① =3て薄

0:∝ ①―
=∝

①+∝ ①―÷∝①J

問題 Iの イ,オ の解答群

Oω    ⑥―ω  O=十ω  ①
=一

あ  0=+サ

①,一サ O πttω  ①π―ω  Oπ +サ  Oπ―子

問題 Iのウ,工 , 力の解答群

30   ■1  0 1  ●:  o :  of
g―手 [手  O―f O÷  ①―

= 
①
=O―

= 
こ千 。一f O÷  ①―

= OfO―ギ

‖題 1のキ、 クの解答群

01:2 02:1 01:√  0.2:l ol:Jg C、 511

01:3 0311 0114 04:1 01:8 1■ 811
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(設間は次ページに続 く。)



II 次のFn3題文の空欄にもっとも迪する答えを解答群から選び,その記号をマーク解答

用紙にマークせよ。ただし,同 じ記号を2度以上用いてもよい。(20点 )

ll!′
じヽA,半径 1の l板 の l・l_liに 2点 R,Sを とり,中 ′しヽ角∠RASを θとする

(0く θ<π )。 円板を弦 RSで 2つに切り離したとき,中′しヽAを含む図形をク とおく

(IX l)。 ″の弧 RS 卜に11Bを RB=SBと なるようにとる。

“

'平面の )'≧ 0の領域に,図形 Dを点 Bが原点に位置するように置く (図 2の左

端)。 さてこののを,■ 軸に接したまま鴻らないように転がして,ク が lI回転したと

きの点 Bの座標を (b.0)と する(b>0)。 ただし,点 Sが r軸に達した時点で Sを 支

点として弦 RSが χ lllに 重なるまでのを回転させ,引 き続き点 Rか ら転がしていく

ものとする。このとき中心 Aの描く曲線を Clと し,点 Bの描 く曲線を C2と する。

曲線 Ciの 1こさは  ケ  であり,Cl,I軸 1,3.軸 と直線χ=bと でレ」まれる領

域の■i積は  コ  +(Dの H~積)である。

次に,Gと C2の交点をEl(、 :.1),E2(■21)(■ lく ■2)と し,Clと C2と で囲まれ

る領城を F｀ とする。このとき,■1=  サ  である。また,「 内の点の y座標の

最大値は  シ  であり,直 線″=々 とFと の交わりの線分の長さは,々 が

χ[く 力くχ2を動 くとき,最大値  ス  をとる。

図 1:図形 D
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問題 IIの ケ,

Of
●π―子

(D 2π +2θ

O π― ISinθ

間1邑 IIの サの解答群

`|『
●手+1

問題 IIの シの解答群

C sinイ

l   cos i

コの解答‖

Oπ

O π+θ

(I)2π -2θ

〔〕  π+=COS θ

与  02π
π―θ 02π +θ

」十θ O こ■―θ

π ~~7C° Sθ

Oπ +=
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2 cos 
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O s11半

問題Iの スの解答群

01    0

3 2sinf-1 0

sillθ

・ f̈l

C)  cos θ
θ

一２
０ＣＯ

P2
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(設間は次ページに続 く。)



III 関数ス■)=χ
2-4χ +3+2 10gI(・ >0)に対し,/′ (■)=0と なる■の値を″と

する。以下のように/(■)が χ=α の近くで 0に非常に近くなることを示し,対数の

値を近似計算する。(30点 )

(1)ク の値を求めよ。

12)χ >′ のとき/(■ )>0を示せ。

・
メ→ =:け の3とする。■>Q■ ■′のときス0く ユ● を示せ。

は)log(″ +01)の数値を小数,し 3位 まで求めよ。

~ 0 ~





IV 定数み>0に文1し て/(■)=■ご‐とおく。関数y=バ■)と そのグラフについて,
以下の問いに答えよ。(30点 )

(1)関数 y=/(■ )の極値,グ ラフの変曲点,お よび極限値 lim/(■ )を求めよ。

また、み=2の ときのグラフのIFt形 を描け。

□ ′′(■ ),ノ″(■ ),/″′(■ )を 計算 して一般の ″について第 ″次導関lkノ (″ (v)の形を

推11し ,そ れを数学的力1納法によって証明せよ。

(3)/(″ '(■)=0と なる■の値を
`η

とおき,II由 ,y=′ (■ )の グラフ,お よびLI線
I=こ″によってllllま れるllH I・tの面積をヽ とする。 S″ および11限値 lim s″ を求め

よ。
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